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きでは」と追及しました。
　これに対して、上田清司知事は、「期限ぎりぎ
りまで、介護型を維持したいという医療機関の
決意は重く受け止めなければならない」「いわゆ
る医療難民・介護難民を生じさせないことを第 1
に対応したい」「県民に安心していただける療養
病床〔医療型〕数を確保していきたい」と答弁し
ました。

　柳下県議は、一般質問で「私が先日訪問した所
沢の病院は、120 床ある療養病床〔介護型〕を
60床にし、これはぎりぎりまで維持したいと話
している。廃止した 60 床は療養病床〔医療型〕
に転換し、介護型を出ざるをえなくなった患者を
受け入れています。病院の方は、介護型の 6か
ら 7割は 75歳以上の方で自宅に戻れるのはほん
のわずか。とのことです」と、現場の思いをかた
り、「療養病床〔介護型〕を廃止すれば、行き場
のない患者が療養病床〔医療型〕に流れ込む。療
養病床〔医療型〕は実態に即した目標を設定すべ

所
沢
市
中
新
井
に
て

12月 10日埼玉県議会 12月定例会
一般質問をする柳下礼子県議

◆塩川鉄也プロフィール
東京都立大学人文学部卒業、埼玉県
日高市役所勤務、2000 年衆議院議
員当選（連続 3期）、日本共産党中
央委員  下富在住。

柳下　こんにちは、塩川さん、今年も所沢のため
におおいに働いてくださいね。
塩川　そうですね、特に米軍所沢通信基地問題が
んばりたいですね。

 核攻撃の指令機能をもつ所沢基地返還こそ

柳下　平和委員会の平山武久氏が、米軍の短波通
信の近代化を図る計画に、所沢基地が組み込まれ
ていることを明らかにしましたね。
塩川　「スコープコマンド計画」といいますが、
核攻撃部隊への指揮・コントロールも任務に含ま
れています。こんな危険な基地は早く撤去して、
全面返還をすべきです。

所沢米軍基地は、市
をあげての返還運動
で 7 割弱が返還さ
れていますが、まだ
98 ヘクタールが基
地として使われてい
ます。

◆柳下礼子プロフィール
東北福祉大学社会福祉学部卒業、所沢診療所に医療
ソーシャルワーカーとして勤務、1983 年 所沢市
議に初当選（連続 2期）1991 年埼玉県議当選（連
続 3期）、2007 年 埼玉県議に再選、日本共産党埼
玉県委員 同所沢市委員長 小手指元町在住。

 東西連絡道移設費用は、国負担が当然

柳下　基地は、市民にとって、危険であると同時
に、都市計画上も、交通上も本当にじゃまですよ
ね。
塩川　ええ、だからこそ、当面東西連絡道は早急
に実現すべきですが、国は道路建設に伴う、通信
施設の移転費用を市に負担させようとしているの
です。私は、06年 3月衆議院予算委員会分科会
で「本来これは日本政府が費用負担すべきだ」と
質問し、当時の防衛施設庁長官は「これまでその
ような（市が負担するような）例はない」と答弁
しました。当麻市長にこのことをお伝えしたら、
ぜひ「ご協力を」と要請いただきました。市負担
はさせないという点で全力を挙げます。

 基地の水光熱費は、日本人の税金

塩川　それでなくとも、所沢基地の水光熱費は、
日本の思いやり予算で支払われているんです。昨
年度約 2300 万円、過去 15年間で 3億 5千万円
の税金があの基地に投入されています。
柳下　灯油も値上がりでみんな生活が大変なの
に、米軍は水光熱費タダですか ?!　一刻も早い
基地撤去のため、今年も力を合わせてがんばりま
しょう。
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VS 柳下礼子対談
米軍所沢通信基地水光熱費
－私たちの税金が 3億 5千万円も !?

　国は病院在院日数を減らし、増え続ける医療費を
削減するため、在宅で看護できない高齢者を受け入
れてきた療養病床〔介護型〕を廃止し、療養病床〔医
療型〕は削減すると決定しています。これに基づい
て県が策定中の「第 1期医療費適正化計画案」では、
06 年 10 月現在 3515 床ある療養病床〔介護型〕を
廃止し介護施設にすべて移行する、また療養病床〔医
療型〕9110 床は 7100 床～ 9800 床の範囲で実状を
勘案して決定するとしています。

＊しんぶん赤旗をご購読ください＊

今年もがんばります

「医療難民、介護難民は生じさせない」知事
答弁

̶柳下県議、本会議一般質問で

ご意見・生活相談　お気軽に



「産科医・小児科医の確保対策は喫
きつきん

緊の課題」上田知事

　「所沢養護、和光南養護など県南西部
の教室不足解消のために、廃止となった
のちの所沢東高校を利用してほしい」と
いう柳下礼子県議の質問に答えて、島村
和男教育長が「県の南西部地域において
も、県有施設の有効活用も含め、早期に
教室不足が解消できるよう検討している
ところです」と、答弁しました。

質問に先立って、11 月 29 日中富南の所
沢養護学校を訪れました。教室不足は深刻
で、ほとんどの教室を2クラス共有で使い、
荷物は廊下に置いてありました。狭い校庭
では、大きな高校生と小さな小学生が遊ん
でいました

数字を示して引き出した知事答弁
　これまで、医師不足を追及されても、「面積あたりの医師数は全国 6位」
などと開き直っていた上田知事。小児人口や分娩数に対する小児科・産科
医師数を示した柳下県議の一般質問に対しては、率直に医師不足を認め「医
師確保対策は本県の医療体制の整備に関わる喫緊の課題」と答弁し、国に
対しても医学部定員の拡大も含めて国に要望していくと答えました。

「医師確保は高校生からですよ」
ー神谷医師

　柳下県議は、11 月 12 日
川口市木曽呂にある医療生
協さいたま本部で、産科医
の神谷稔医師と「医師不足・
医師確保」問題で懇談しま
した。（写真）
　神谷先生は、知事の「埼

玉の医師は人口あたりでは最下位だが、面積あたりにすればそうで
もない」と、医師不足を認めたがらないことを批判。産科医の場合
は分娩数に対して医師がどのくらいいるかが大切だと語りました。
　また、医師確保対策は、高校教育がカギだと強調されました。埼
玉の医療のおかれた状況を知り、医療従事者になりたいという思い
を育てていくことが大切で、奨学金もお金を出すだけではなく、埼
玉への愛着や埼玉の病院への親しみを醸成する手段として支給すべ
きだと語りました。

県議会で医師確保対策を提案
̶奨学金と女性医師の支援を

　一般質問で、柳下県議は医師確保対策として、
後期臨床研修医の給与上乗せ制度拡充や、前期臨
床研修医や医学生への奨学制度を提案しました。
保健医療部長は後期研修医制度の対象科目や受け
入れ態勢について工夫していくと答弁。前期研修
医や医学生への奨学金は、研修病院の受け入れ環
境整備など誘導策を図っていくと答弁しました。
　また柳下県議は、女性医師を積極的に支援する
よう、努力している医療機関の紹介や院内保育・
病児保育の充実を提案しました。

所沢地区の拠点病院整備
̶実務者レベル会議で話し合っていく

　夜間休日の小児 2次（入院などを要する）救急の
当番病院が、所沢地区では週 3日しか決まっていま
せん。柳下県議は、県に対して、「1次から 2次救急
まで担う連携強化病院整備のため県が早急に音頭を
とってほしい」と求めました。これに対して保健医
療部長は「所沢保健所では、現在実務者レベルで初
期救急のすべての曜日における実施に向けて検討を
行っております。これらの結果を踏まえ、拠点病院
について話し合って参ります」と答弁しました。

11 月 13 日 群
馬県の吾妻渓谷
の八ッ場ダム予
定地視察

大利根町で 13ha の麦を生産している
農家を訪ね、麦の品目横断的経営安定
対策についてお話をうかがいました。
昨年に比べ減収の上、横断対策によっ
て麦の代金支払いが遅くなり、資金繰
りに苦労しているとのこと。

矢作いづみ所沢市議の
相談により、県青少年
課に要請したところ中
富の成人図書販売機が
撤去になりました。

11 月 29 日所沢市内
の学童保育を小林澄子
所沢市議と訪ねまし
た。久しぶりのけん玉
をやってみました。

所沢養護学校、
教室不足早期解決の見通し
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　来年 4月から実施される後期高齢者（75歳以上）医
療制度は 75歳以上の人をほかの世代から切り離し、際
限ない負担増に追い込むとともに、受けられる医療も制
限するという内容です。柳下県議は、一般質問で知事に
対して、「4月実施を中止するよう国に働きかけるべき」
だと、要求しました。
　これに対して、知事は「高齢者を支える若い方々の人
口は減少していくため、国民皆保険制度の存続が危うく
なっています」と、実施はやむを得ないという立場の答
弁でした。

所沢市議団のみなさんと、後期高齢者医療制度
実施を中止する署名活動を行っています。みな
さんもご協力ください。（所沢駅前にて。左か
ら城下師子所沢市議、柳下県議、荒川広市議、
菅原恵子市議、平井明美市議）

許せま
せん !!

75 歳以上から保険料を無理矢理取り立てる
後期高齢者医療制度


